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はじめにはじめにはじめにはじめにはじめに

このたびは、「Factory Gateway設定ツール」をお選びいただき、誠にありがとうございます。

この製品を正しくご使用いただくために、マニュアル類をよくお読みください。

また、マニュアル類は必ずご利用になる場所のお手元に保管し、いつでもご覧いただけるようにし

ておいてください。

おことわりおことわりおことわりおことわりおことわり

(1) ｢Factory Gateway 設定ツール｣(以下本製品といいます)のプログラムおよびマニュア

ル類は、すべて(株)デジタルの著作物であり、(株)デジタルがユーザーに対し「ソフ

トウェア使用許諾条件」に記載の使用権を許諾したものです。当該｢ソフトウェア使用

条件｣に反する行為は、日本国内外の法令により禁止されています。

(2) 本書の内容については万全を期して作成しておりますが、万一お気づきの点がありま

したら、(株)デジタル「サポートダイヤル」までご連絡ください。

(3) 前項にかかわらず、本製品を運用した結果の影響および第三者のいかなる請求にも、

(株)デジタルは一切責任を負いません。

(4) 製品の改良のため、本書の記述と本製品のソフトウェアとの間に異なった部分が生じ

ることがあります。最新の説明は、別冊ないし電子的な情報として提供していますの

で、あわせてご参照ください。

(5) 本製品が記録・表示する情報の中に、(株)デジタルおよび/または第三者が権利を有す

る無体財産権、知的所有権に関わる内容を含む場合がありますが、これは(株)デジタ

ルがこれらの権利の利用について、ユーザーおよび/またはその他の第三者に、何らの

保証や許諾を与えるものではありません。また本製品に記録・表示された情報を使用

したことにより第三者の知的所有権などの権利に関わる問題が生じた場合、（株）デ

ジタルはその責を負いませんのであらかじめご了承ください。

© Copyright 2003 Digital Electronics Corporation All right reserved.

商標･商号の権利については｢商標権などについて」をご覧ください。
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商標権などについて商標権などについて商標権などについて商標権などについて商標権などについて

本書に記載の社名、商品名は、各社の商号、商標(登録商標を含む)またはサービスマークです。

本製品の表示・記述の中では、これら権利に関する個別の表示は省略しております。

なお、上記商号･商標類で、本書での表記と正式な表記が異なるものは以下の通りです。

商標等 権利者

Microsoft, Windows 米国Microsoft社

Intel, Pentium 米国Intel社

Pro-face (株)デジタル

PC/AT 米国IBM社

本書での表記 正式な表記

Windows 95 Microsoft(R) Windows(R) 95 オペレーティングシステム

Windows 98 Microsoft(R) Windows(R) 98 オペレーティングシステム

Windows Me Microsoft(R) Windows(R) Me オペレーティングシステム

Windows NT Microsoft(R) Windows(R) NT オペレーティングシステム

Windows 2000 Microsoft(R) Windows(R) 2000 オペレーティングシステム

Windows XP Microsoft(R) Windows(R) XP オペレーティングシステム

R R

R R

R RR R

R R

R R

R R
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マニュアルの読み方マニュアルの読み方マニュアルの読み方マニュアルの読み方マニュアルの読み方

マニュアルの構成

本書は「Factory Gateway設定ツール」の使用方法を説明する「Factory Gateway設定ツール オ

ペレーションマニュアル」です。

「Factory Gateway設定ツール」は「Pro-Server with Pro-Studio for Windows」上で、動作する

ソフトウエアです。まずは「Pro-Server with Pro-Studio for Windows オペレーションマニュア

ル」をご覧になり、「Pro-Server with Pro-Studio for Windows」の機能を十分ご理解ください。

また、「GP-Viewer」や「GP-Web」をあわせてご利用いただく場合は、それらの関連マニュアルも

ご覧ください。

本書以外にデータファイルreadme.txtとして補足説明や機能の追加･修正情報が添付されている

ことがありますので、必ずご覧ください。
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表記のルール表記のルール表記のルール表記のルール表記のルール

本書は、以下のルールで表記します。

パソコンやWindowsそのものに関することは、パソコンをお買い上げの販売店、メーカーにお問

い合わせください。

安全に関する注意表記

本製品のご使用上、安全に関して重要な説明には、以下の表示を添えています。

説明のための表記

本書では、説明の便宜のため、以下のように表記します。

表記

参照→

*

Pro-Server with
Pro-Studio for
Windows

画面作成ソフト

PLC

意味内容

関連する説明が掲載されている項目(マニュアル名、章・
節・項)を示します。

参考になることがら、補足的な説明です。

プログラマブル ロジック コントローラ、シーケンサの総
称です。

GP-PRO/PBⅢ for Windowsを指します。

上位のパソコンからネットワーク(Ethernet)を経由して
PLCデータのやりとりができるソフトウェアです。

脚注で説明している語句についています。

表示 意味内容

この表示を無視して誤った取り扱いをすると、人が傷害を

負ったり、物的損害の発生が想定される内容を示します。

この表示を無視して誤った取り扱いをすると、人が死亡また

は重傷を負う可能性が想定される内容を示します。

必ず実施していただきたい操作、作業などを表します。

注意�

決して行ってはならない操作、作業などを表します。

GP/GLC

(株)デジタル製のプログラマブル表示器GPとグラフィッ
ク・ロジック・コントローラGLCの総称。PLCなどの機器
と接続し、デバイスデータを表示、設定するタッチパネル
付き液晶表示器です。GLCにはロジックコントローラが内
蔵されています。
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使用上の注意使用上の注意使用上の注意使用上の注意使用上の注意

本製品の使用について

誤動作や事故の原因となりますので、以下の点にご注意ください。

タッチパネルスイッチやパソコンからのオペレーションは非常停止用スイッチとして使えま

せん。産業用ロボットほか、労働大臣が指定する産業用機械設備の非常停止用スイッチとし

ては、必ず人間が直接操作するスイッチを設置することが関係法令で義務づけられていま

す。また、これ以外の装置設備でも、安全確保のため、必ず同様のスイッチを設置してくだ

さい。

・プログラム使用中に、パソコン本体の電源をOFFしないでください。

・テキストエディタなどを使用して、本製品のファイルの中身を変更しないでください。

　■ディスクの取り扱いについて

ディスクの破損･故障を防ぐため、以下の点にご注意ください。

　　　　　　　　　　・ディスクドライブのランプが点灯している時は、CD-ROMを取り出さないでください。

　　・CD-ROMの記録面に手を触れないでください。

　　・極端な高温や低温、湿気やホコリの多い場所にディスクを置かないでください

注意�
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動作環境動作環境動作環境動作環境動作環境

■ Factory Gateway設定ツール

「Factory Gateway設定ツール」は「Pro-Server with Pro-Studio for Windows」上で動作するア

ドオンソフトウエアです。動作環境は「Pro-Server with Pro-Studio for Windows」の動作環境

に準拠します。

※1 TCP/IPプロトコルが設定されていないとPro-Server/Pro-Studioを起動できません。

イーサネットハブによっては動作しない場合があります。動作検証を行った

上で使用してください。

パソコン PC/AT互換機
Pentium133MHz以上
(PC-9800シリーズでは使用できません。)

表示 SVGA(800×600)以上 16ビットカラー以上

必要ディスク容量 20Mバイト以上 30Mバイト以上推奨

必要メモリ容量 32Mバイト以上 128Mバイト以上推奨

CD-ROMドライブ CD-ROMドライブ必須

Windows 95 OSR2以上

Windows 98

Windows ME

Windows NT4.0 サービスパック3以上

Windows 2000

Windows XP

その他ソフトウエア ブラウザ（IE V4.0以上）

対象言語 日本語、英語

マウス Windows対応品 マウスは必ず準備してください。

イーサネットボード 10BASE-2/5/T, 100BASE-T

ネットワーク構成 TCP/IPプロトコル コントロールパネルから設定してください。※1

その他
イーサネットハブ、
イーサネットケーブルなど

システムで必要な物をご用意ください。

対象OS
(日本語
または
英語)
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■必要なソフトウエア

◆必須ソフトウエア

Pro-Server with Pro-Studio for Windows Ver.4.0以上

Factory Gateway 設定ツール

◆GP-Viewerを使用する場合、必要なソフトウエア

GP-Viewer Ver.1.0以上

GP-PRO/PBⅢ for Windows Ver.6.0以上

(Ver.6.0＊ではFactory Gateway機種対応モジュールが必要)

◆GP-Webを使用する場合、必要なソフトウエア

GP-Web Ver.1.5以上

GP-PRO/PBⅢ for Windows Ver.6.0以上

(Ver.6.0＊ではFactory Gateway機種対応モジュールが必要)
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■ Factory Gatewayで対応しているPLCタイプ

Factory Gatewayが対応しているPLCタイプを一覧で紹介します。※1

接続方法については、「GP-PRO/PBⅢ for Winodows 機器接続マニュアル(PLC接続マニュアル)」

(弊社ホームページからダウンロードできます）を参照してください。

メーカー名 PLCタイプ

三菱電機 MELSEC-AnN(LINK)
三菱電機 MELSEC-AnN(CPU)
三菱電機 MELSEC-AnA(LINK)
三菱電機 MELSEC-AnA(CPU)
三菱電機 MELSEC-F2 シリーズ
三菱電機 MELSEC-FX(CPU)
三菱電機 MELSEC-FX2(LINK)
三菱電機 MELSEC-QnA(LINK)
三菱電機 MELSEC-QnA(CPU)
三菱電機 MELSEC-Q(CPU)
三菱電機 FREQROLシリーズ
オムロン SYSMAC-Cシリーズ
オムロン SYSMAC-C 1:n通信
オムロン SYSMAC-CV シリーズ
オムロン SYSMAC-CS1 シリーズ
オムロン THERMAC NEOシリーズ

シャープ(株) シャープ ニューサテライトJWシリーズ
横河電機 FACTORY ACE 1:1通信
横河電機 FACTORY ACE 1:n通信
富士電機 MICREX-Fシリーズ
富士電機 MICREX-Fシリーズ(FLT)
富士電機 FLEX-PC(LINK)
富士電機 FLEX-PC(CPU)
富士電機 インバータ
富士電機 温度調節計 PXR
豊田工機 TOYOPUC-PC2シリーズ
豊田工機 TOYOPUC-PC2 1:n通信
豊田工機 TOYOPUC-PC3Jシリーズ
豊田工機 TOYOPUC-PC3J 1:n通信
安川電機 Memocon-SC シリーズ
安川電機 GL120/130 シリーズ
安川電機 PROGIC8 シリーズ
安川電機 CP9200SH シリーズ
安川電機 インバータ
日立製作所 HIDIC-S10αシリーズ
日立製作所 HIDIC-H シリーズ
日立製作所 HIDIC-H2 シリーズ
日立製作所 HIZAC-EC シリーズ
東芝 PROSEC-EX2000シリーズ
東芝 PROSEC-Tシリーズ

松下電工(株) 松下電工 MEWNET-FPシリーズ
光洋電子 KOSTAC-SG8シリーズ
光洋電子 KOSTAC SR21/22シリーズ
光洋電子 DL-305シリーズ
光洋電子 DL-205/405シリーズ

(株)東芝

光洋電子工業(株)

豊田工機(株)

安川電機(株)

(株)日立製作所

三菱電機(株)

横河電機(株)

富士電機(株)

オムロン(株)
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※1 Pro-Server with Pro-Studio  for WindowsにてGP/GLCが対応しているPLCタイプとは異なり、

イーサネットタイプのプロトコルや通信拡張ユニットを必要とするプロトコルなどは非対応です。

（一部のプロトコルには対応。参照→「■Factory Gatewayで対応しているイーサネットプロトコ

ル」、「■Factory Gatewayで対応しているが、GP-PRO/PBⅢでセットアップする必要のあるプロト

コル」（12ページ））

メーカー名 PLCタイプ

東芝機械 TC200シリーズ
東芝機械 TC200-Sシリーズ
GEファナックシリーズ90SNP-X
GEファナックシリーズ90-30/70 SNP

ファナック(株) FANUC Power Mateシリーズ
和泉電気 IDEC_1
和泉電気 IDEC_2
和泉電気 IDEC_3
和泉電気 MICRO3
和泉電気 FC3/FC4Aシリーズ
SIEMENS S5 90-115シリーズ
SIEMENS S5 135-155シリーズ
SIEMENS S5 3964(R)プロトコル
SIEMENS S7-200PPI
SIEMENS S7-200MPI
SIMATIC S7-300/400 via MPI
SIMATIC S7 via 3964/RK512
SIMATIC 545/555 CPU
Allen Bradley PLC-5シリーズ
Allen Bradley SLC500シリーズ
Allen Bradley Control Logics DF1
Allen Bradley SLC5/05(ETHER)
KEYENCE KZ300シリーズ
KEYENCE KZ-A500(CPU)
KEYENCE KZ-A500(LINK)
KEYENCE KVシリーズ
KEYENCE KVシリーズ(CPU)

神鋼電機(株) 神鋼電機 SELMARTシリーズ
松下電器産業 MINAS-A/Sシリーズ
松下電器 Panadac 7000シリーズ
Modicon Modbus (MASTER)
Modicon Modbus (SLAVE)

FACON FATEK FACON FB
オリムベクスタ(株) ORIM VEXTA E1シリーズ

(株)山武 山武 温節計SDCシリーズ
東邦電子(株) 東邦電子 TTMシリーズ

理化工業 CB/SR-Mini(MODBUS)
理化工業 CB/REX-F/LE100(RKC)

神港テクノス(株) 神港テクノス調節計
日本フェンオール(株) 温調計ALシリーズ
JTエンジニアリング(株) JTE 分析計

(株)シマデン シマデン制御機器
その他 メモリリンクSIOタイプ

理化工業(株)

東芝機械(株)

松下電器産業(株)

GE FANUC Automation

Modicon Corp.

Siemens AG

和泉電気(株)

Rockwell
(Allen Bradley)

(株)キーエンス
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■ Factory Gatewayで対応しているイーサネットプロトコル

Factory Gatewayが対応しているイーサネットプロトコルを一覧で紹介します。

■ Factory Gatewayで対応しているが、GP-PRO/PBⅢ for Windowsで

セットアップする必要のあるプロトコル

メーカー名 イーサネットプロトコル名

その他 メモリリンクEthernetタイプ プロトコル
三菱 MELSEC-A(Ethernet)プロトコル
三菱 MELSEC-Q(Ethernet)プロトコル

横河電気(株) 横河電気 FA-M3(Ethernet)プロトコル
(株)東芝 東芝 PROSEC-T(Ethernet)プロトコル
(株)明電舎 明電舎 RC100(Ethernet)プロトコル

三菱電機(株)

メーカー名 プロトコル名
オムロン(株) オムロン SYSMAC-CS1(Ethernet)プロトコル
(株)日立製作所 日立製作所 HIDIC-H(ETHER)プロトコル

Siemens S7-300/400 via MPI
(拡張アドレスや複数のPLCにアクセスする場合)
Siemens S7-200 MPI
Allen Bradley SLC500 DH485
Allen Bradley SLC5/05 (ETHER)

Siemens AG

Rockwell
(Allen Bradley)



11111 概要

1.1 特長
1.2 システム構成

1.3 システム構築手順

Pro-Serverシステムの概要、Factory Gatewayの役割、機器からデータ収

集を行うためのシステム構築までを紹介します。
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1.11.11.11.11.1 特長特長特長特長特長

Factory Gateway設定ツールはPro-Server with Pro-Studio for Windows上で動作するアドオン

ソフトウエアです。Factory Gatewayと PLCなど外部機器の通信に使用されるプロトコルを設定、

転送するツールです。

Factory Gatewayは、Pro-Serverを利用してFactory Gatewayに接続されたPLCなどの外部機器

をイーサネットに接続し、上位パソコンによるデータ収集を可能にするプロトコルコンバータで

す。Pro-Serverに接続された外部機器はプログラムレスで他の外部機器とデータを共有できるよ

うになります。(2Way機能)

またPro-ServerのアドオンソフトウェアであるGP-Viewerや GP-Webを使用すると上位パソコン

や遠隔地のパソコンで、PLCのデバイスデータをグラフィカルに表示できます。

1.1.1 2Way機能について

2wayとは、上位のパソコンからネットワーク(イーサネット)を経由してFactory Gatewayに接続

されたPLCなどの外部機器のデータに直接アクセスするためのシステムです。各社PLCなどの外

部機器の通信手順(プロトコル)の格差を意識することなく上位パソコンとデータのやりとりがで

きることが特徴です。

2Wayを使用したシステムにはサーバーとなるPro-Serverと PLCなどの外部機器とのデータを中継

するFactory Gatewayや GP、GLCが必要です。参照→「1.2 システム構成」

1.1 特長



1-3

1.21.21.21.21.2 システム構成システム構成システム構成システム構成システム構成

Factory Gateway(FGW) を用いたシステム構成を以下に示します。

1.2 システム構成

Factory Gatewayと PLCはシリアル/イーサネット通信を行い、Factory Gatewayと上位パソコン

はイーサネットで通信を行います。Pro-Serverシステムでは、Factory Gatewayが上位パソコン

とPLCをつなぐことで、各メーカごとのプロトコルを意識することなくデータ収集(白矢印)、

データ共有(黒矢印)ができます。

Factory Gatewayと PLCをイーサネットで接続する場合、対応しているイーサネットプロトコルは

以下のとおりです。

・メモリリンクEthernetタイプ プロトコル

・三菱 MELSEC-A(Ethernet)プロトコル

・三菱 MELSEC-Q(Ethernet)プロトコル

・横河電気 FA-M3(Ethernet)プロトコル

・東芝 PROSEC-T(Ethernet)プロトコル

・明電舎 RC-100(Ethernet)プロトコル

・オムロンSYSMAC-CS1(Ethernet)プロトコル（ただし、GP-PRO/PBⅢでセットアップする必要が

あります）

・日立製作所 HIDIC-H(ETHER)プロトコル（ただし、GP-PRO/PBⅢでセットアップする必要があり

ます）

・Rockwell Allen Bradley SLC5/05(ETHER)プロトコル（ただし、GP-PRO/PBⅢでセットアップす

る必要があります）

GPやGLCに接続されたPLCとのデータ共有も可能です。
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■Pro-Server

上位パソコンで動作するプログラム。アプリケーションと各PLCの情報を中継します。収集され

たデータを上位パソコンのアプリケーションに受け渡したり、アプリケーションからのデータ収

集命令をFactory Gatewayへ受け渡したりします。

■Pro-Studio

Pro-Serverシステムに参加する局(Factoyr Gatewayや GP)の設定、データ収集の設定(配信設定)

を行います。設定された情報はネットワークプロジェクトファイル(*.npj)として保存されます。

保存したネットワークプロジェクトをFactory Gatewayや GPに転送することで、配信設定の内容

が実行できるようになります。またFactory Gatewayのサブネットマスク、デフォルトゲート

ウェイを設定するツールとしても使用します。

■Factory Gateway設定ツール

Factory Gatewayと PLCのシリアル/イーサネット通信設定を行うツールです。プロトコルと設定

内容をFactory Gatewayへ転送するツールとしても使用します。

1.2 システム構成
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1.31.31.31.31.3 システム構築手順システム構築手順システム構築手順システム構築手順システム構築手順

Factory Gatewayを用いたPro-Serverシステムを構築する手順を説明します。

1.3 システム構築手順

Factory Gatewayの設置と配線
設置
配線
IPアドレスの設定

ソフトウエアのインストール
Pro-Server wiht Pro-Studioのインストール
Factory Gateway設定ツールのインストール

局情報の設定と転送
Factory Gatewayを参加局に登録
Factory Gatewayのネットワーク設定
ネットワークプロジェクトファイルの転送

Factory Gatewayのシリアル/イーサネット通信設定
Factory Gateway設定ツールの起動
Factory Gatewayの検索
プロトコルの選択と設定
プロトコルと設定内容の転送

GP-Web、GP-Viewerを使用する場合については、別途ソフトウエアのインス

トール、作画、転送が必要です。

参照→第3章 GP-ViewerとGP-Web

Factory Gateway設定ツールでの操作については、このマニュアルで説明しています。ハードウエ

アの設定やPro-Server with Pro-Studio for Windowsの操作については該当するマニュアルをご

覧ください。

参照→「Factory Gateway ユーザーズマニュアル」

参照→「Pro-Server with Pro-Studio for Windows オペレーションマニュアル」

参照→「Pro-Server with Pro-
Studio for Windows オペ

レーションマニュアル」
参照→2.1 インストール方法

参照→「Factory Gateway
ユーザーズマニュアル」

参照→「Pro-Server with Pro-

Studio for Windows オペ
レーションマニュアル」

参照→2.4.2 局情報の設定
参照→2.4.3 局情報の転送

参照→2.4.4 シリアル通信設定
参照→2.4.5 イーサネット通信設定

配信情報の設定と転送※1

配信情報の設定
配信情報の転送

参照→「Pro-Server with Pro-

Studio for Windows オペ
レーションマニュアル」

参照→2.4.6 配信情報の設定と転送

※1 配信を使用する場合のみ必要



22222 オペレーション

2.1 インストール方法
2.2 起動方法

2.3 画面の名称と概要
2.4 設定方法

2.5 サブネットマスクとゲートウェイ

Factory Gateway設定ツールのインストールと基本操作について、説明し

ます。
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2.1 インストール方法

2.12.12.12.12.1 インストール方法インストール方法インストール方法インストール方法インストール方法

CD-ROMからパソコンのハードディスクにFactory Gateway設定ツールをインストールする方法を

説明します。パソコンには既にWindowsが組み込まれており、Pro-Server with Pro-Studio for

Windows Ver.4.0以上がインストールされているものとします。

Pro-Server with Pro-Studio for Windowsのインストールについては

参照→「Pro-Server with Pro-Studio for Windows オペレーションマニュアル」

・インストールを開始する前に、インストーラ以外のすべてのプログラムを終

了させてください。通常のアプリケーションはもちろん、常駐型プログラム

(ウィルス検出ソフトなど）も、忘れずに終了(常駐解除)させてください。

・単にマスタCD-ROMをコピーしただけでは、Factory Gateway設定ツールをイ

ンストールしたことにはなりません。必ずインストール用プログラムを使っ

てインストールしてください。

1. CD-ROMをCD-ROMドライブに入れます。

2. [スタート]ボタンをクリックし、[ファイル名を指定して実行(R)]を選択します。

3. 「X:¥2Wsetup.exe」と入力し[OK]をクリックします。(XにはCD-ROMドライブ名を入力します)

通常は、CD-ROMを CD-ROMドライブに入れるだけで自動スタートします。
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2.1 インストール方法

4. インストールメニューが表示されます。[FGW設定ツールのセットアップ]を選択してください。

5. 言語を選択する画面が表示されます。(日本語・英語)のどちらかを選択します。

6. ［InstallShield Wizard］ダイアログが起動します。



2-4

7. 「Factory Gateway設定ツール」セットアップウィザードが起動します。[次へ]を選択しま

す。

8. [問い合わせ]画面が表示されます。GP-PRO/PBⅢ for Windowsがインストールされている場合

は[はい]を選択します。インストールされていない場合は[いいえ]を選択します。

・ ｢はい｣を選んだ場合、プロトコルファイルはインストールされません。GP-

PRO/PBⅢ for Windowsのプロトコルファイルを使用します。GP-PRO/PBⅢ

for Windowsをカスタムインストールにてインストールするプロトコルを選

択していた場合、Factory Gateway 設定ツールで設定できないプロトコルが

あります。

・｢いいえ｣を選んだ場合、Pro-Server with Pro-Studio for Windowsのフォル

ダにプロトコルファイルを新たにインストールします。

以下、画面の指示にしたがってインストール作業を進めてください。

GP-PRO/PBⅢ for Windows C-Package02以下の環境で、イーサネットプロトコルを使用する

場合は、「GP-PRO/PBⅢ ドライバアップデート」（前ページ「インストールメニュー」参照）

を選択し、Factory Gateway対応のプロトコルにアップデートしてください。

GP-PRO/PBⅢ for Windows C-Package01をご使用の場合は「GP-PRO/PBⅢ ドライバアップ

デート」のほかに、「GP-PRO/PBⅢ アップデートモジュール」を(株)デジタルのホームページ

からダウンロードし、アップデートする必要があります。

2.1 インストール方法
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2.22.22.22.22.2 起動方法起動方法起動方法起動方法起動方法

Factory Gateway設定ツールの起動方法について説明します。

Factory Gateway設定ツールの起動

パソコンの電源をONにし、Windowsのデスクトップが表示されている状態から説明します。

1. [スタート]ボタンをクリックし、[プログラム(P)]→[Pro-face]→[Pro-Server with Studio]

→[Pro-Studio]を選択します。

2. [Pro-Studio]のメイン画面が表示されます。

Pro-Studioを起動すると自動的にPro-Serverも起動常駐します。Pro-Server

が起動している場合は、タスクトレイにPro-Serverのアイコンが表示されま

す。

2.2 起動方法
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3. メニューバーより[ツール(T)]の[Factory Gatewayの設定]を選択します。

4. [Factory Gateway設定ツール]が起動します。

2.2 起動方法
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2.32.32.32.32.3 画面の名称と概要画面の名称と概要画面の名称と概要画面の名称と概要画面の名称と概要

[Factory Gateway設定ツール]のメイン画面の名称と機能について説明します。

[アイコン]

検索 ネットワーク上のFactory Gatewayを検索します。

IP検索 Factory Gatewayの IPアドレスを指定して検索します。

読み出し 選択されたFactory Gatewayのプロトコルの設定情報を読み出します。

書き込み 選択されたFactory Gatewayにプロトコルと設定情報を書き込みます。

設定 選択されたFactory Gatewayのプロトコルを設定するためのウインドウを開きます。

中断 検索/読み出し/書き込みを中断します。

2.3 画面の名称と概要

メニュー

アイコン

リスト
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[リスト]

検索されたFactory Gatewayの情報がリスト表示されます。Factory Gateway以外にもGPや GLC、

Pro-Serverが稼働しているパソコンもリストに表示されます。Factory Gateway 設定ツールでプ

ロトコルの変更、設定、転送ができるのはFactory Gatewayだけです。

IPアドレス 検索されたFactory Gatewayの IPアドレスが表示されます。IPアドレスの左に

はステータスを表す「ステータスアイコン」が表示されます。

2.3 画面の名称と概要

状態 Factory Gatewayの状態が表示されます。

局名 Factory Gatewayに設定されている局名が表示されます。

局タイプ Factory Gatewayの型式が表示されます。

アイコン 状態

(空白) 検索のみ実行済

プロトコルの設定情報を読み出し中

プロトコルの設定情報を読み出し済

プロトコルおよび設定情報を設定(変更)済

プロトコルおよび設定情報を書き込み(変更)中

プロトコルおよび設定情報を書き込み(変更)済

状態 説明

(空白) 未操作

検索待ち 局情報を読み出す順番を待っています

検索実行中 局情報を読み出し中

読み出し待ち プロトコルの設定情報の読み出しを待っています

読み出し実行中 プロトコルの設定情報を読み出し中

書き込み待ち プロトコルおよび設定情報の書き込みを待っています

書き込み実行中 プロトコルおよび設定情報を書き込み中

設定中 プロトコルを設定中

転送可 転送が可能な状態

(その他エラー)
エラーが表示されます。
参照→付.2 エラーメッセージ
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2.3 画面の名称と概要

[メニュー]

ファイル(F)

開く(O) ............. 保存されたConfiguration file(*.fgw)を開きます。

上書き保存(S) ....... 設定内容をConfiguraiton file(*.fgw)に上書き保存します。

名前を付けて保存(A) . 設定内容を別のConfiguration file(*.fgw)に保存します。

終了(X) ............. Factory Gateway設定ツールを終了します。

編集(E)

検索(S) ............. ネットワーク内のFactory Gatewayを検索します。

IP検索(I) ........... Factory Gatewayの IPアドレスを指定して検索します。

読み出し(R) ......... 選択されたFactory Gatewayのプロトコルの設定情報を読み出し

ます。

書き込み(W) ......... 選択されたFactory Gatewayのプロトコルと設定情報を書き込み

ます。

設定(E) ............. 選択されたFactory Gatewayのプロトコルを設定するためのウイ

ンドウが開きます。

中断................. 検索/読み出し/書き込みを中断します。

表示(V)

ツールバー(T) ....... ツールバー(アイコン)の表示/非表示を切り換えます。

ヘルプ(H)

ヘルプ(H) ........... オンラインヘルプを表示します。

バージョン情報(A) ... Factory Gateway設定ツールのバージョンを表示します。

PLCタイプ Factory Gatewayに設定されてるプロトコルが表示されます。

2Wayドライババージョン

Factory Gatewayにインストールされている2Wayドライバのバージョンが表示

されます。
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2.4 設定方法

2.42.42.42.42.4 設定方法設定方法設定方法設定方法設定方法

Factory Gatewayにプロトコルを転送するまでの設定を順を追って説明します。

2.4.1 IPアドレスの設定

IPアドレスの設定はFactory Gateway本体の右側面にあるロータリスイッチで行います。

参照→「Factory Gateway ユーザーズマニュアル」(別売)

IPアドレスを設定後、Factory Gatewayをイーサネットに接続し電源を入れます。

2.4.2 局情報の設定

Factory Gateway本体で設定できるイーサネットに関する設定はIPアドレスだけです。｢サブネッ

トマスク｣、｢ゲートウェイ｣は必要に応じてPro-Studioで設定します。またPro-Server上での

Factory Gatewayの｢局名｣もPro-Studioで設定します。

[Pro-Studio]のメイン画面が表示された状態から説明します。

1. メニューバーより[ツール(T)]の[参加局の登録]を選択します。

2. [参加局の登録]ダイアログボックスが表示されます。
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3. ｢局名｣を変更します。デフォルトでは「GP*」となります。Factory Gatewayだとわかりやす

いように｢FGW*_PLCName｣などとすることをお勧めします。

｢PLCタイプ｣にはFactory Gatewayに接続する機器を選択します。

｢サブネットマスク｣、｢ゲートウェイ｣は必要に応じて設定してください。

参照→ 2.5 サブネットマスクとゲートウェイ

・ ｢PRO/PBⅢのプロジェクトファイル｣はGP-PRO/PBⅢ for Windowsのプロジェ

クトファイルに設定されたシンボルを使用する場合に指定します。シンボル

を使用しない場合は設定する必要はありません。

プロジェクトファイルを指定された場合は、局名が自動的にGP-PRO/PBⅢ

for Windowsのプロジェクトファイル（*.prw）名に変更されます。

・ ｢文字列データモード｣はPLCの文字列データの格納順序を選択する欄です。

｢PLCタイプ｣にあわせて自動的にモードが選ばれますので、特に理由がない

限り変更する必要はありません。

・ ｢IPアドレス｣や｢局名｣などをシールに書き、Factory Gateway本体に貼って

おくとメンテナンスの際の機器判別に便利です。

4. [OK]をクリックして登録を確定します。

5. 接続するFactory Gatewayが複数台ある場合は、1から4の手順を台数分繰り返します。

2.4 設定方法
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2.4.3 局情報の転送

設定した局情報をFactory Gatewayに転送します。転送することで設定された局情報がFactory

Gatewayに設定されます。

1. ファイルをネットワークプロジェクトファイルとして保存し、転送先のFactory Gatewayを選

択します。

2. メニューバーより[ツール(T)]の[ネットワークプロジェクトの転送]を選択します。

3. [ネットワークプロジェクトの転送]ダイアログボックスが表示され、転送の経過が表示され

ます。ダイアログボックスが消えれば転送終了です。

4. 接続するFactory Gatewayが複数台ある場合は1～3の手順を台数分繰り返します。

2.4 設定方法
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2.4.4 シリアル通信設定

Factory Gatewayと PLCをシリアル接続している場合は、シリアル通信の設定が必要です。

ネットワークプロジェクトファイルをFactory Gatewayに転送しただけではプロトコルを転送し

たことにはなりません。プロトコルはFactory Gateway設定ツールから転送します。

Factory Gatewayと PLCをイーサネットで接続している場合は、イーサネット通信の設定が必要で

す。

参照→「2.4.5 イーサネット通信設定」

ネットワークプロジェクトファイルをFactory Gatewayに転送した続きから説明します。

1. メニューバーより[ツール(T)]の[Factory Gatewayの設定]を選択します。

2. [Factory Gateway設定ツール]が起動します。

3. ｢検索｣ボタン を選択します。

2.4 設定方法
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4. [リスト]に検索されたFactory Gatewayが表示されます。

・ Factory Gateway以外にもGPやGLC、Pro-Serverが稼働しているパソコンもリスト

に表示されますが、Factory Gatewayのみプロトコルの設定、変更、転送ができ

ます。

・ Factory Gatewayにプロトコルが一度も転送されていない場合は｢PLCタイプ｣は空

欄になります。

・ Factory Gatewayを検索する場合、Factory GatewayとPro-Server をインストー

ルしているパソコンが同じサブネットマスクでないと正常に動作しません。

5. プロトコルを転送するFactory Gatewayを選択します。

ここで複数のFactory Gatewayを選択して、手順6以降の操作をすると、選択

したすべてのFactory Gatewayの設定を同一の内容にすることができます。

6. ｢設定｣ボタン を選択します。

プロトコル設定情報を読み出してから、設定画面が表示されます。

すでに｢読み出し｣ボタン を選択し、プロトコル設定情報を読み出して

いる場合は、読み出しをせずに設定画面が表示されます。

2.4 設定方法
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7. プロトコル設定画面が表示されます。

Factory Gatewayにプロトコルが一度も転送されていない場合は、｢メモリリ

ンク SIOタイプ｣が選択されます。

8. Factory Gatewayに接続するPLCを｢PLCタイプ｣から選択します。

(例では｢三菱電機 MELSEC-AnN(LINK)｣を選択しています)

9. ｢PLCタイプ｣を変更すると、すべての設定が初期値に戻ります。

｢PLCタイプ｣が間違いないことを確認して｢はい｣を選択します。

2.4 設定方法
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10. 選択された｢PLCタイプ｣(プロトコル)にあわせた設定画面が表示されます。

11. 接続するPLCにあわせて各設定を行います。

すべての設定を終えたら｢OK｣ボタンを選択します。

・設定画面の各設定項目の説明はオンラインヘルプをご覧ください。

｢ヘルプ｣ボタンを選択すると、選択された｢PLCタイプ｣(プロトコル)にあわ

せたオンラインヘルプが表示されます。

・プロトコル設定画面から2Wayドライバを転送することができます。詳細は

「2.4.6 2Wayドライバの転送」を参照してください。

12. Factory Gatewayに設定されたプロトコルを転送するかどうかを問い合わせてきます。

転送する場合は｢はい｣ボタンを選択します。

｢状態｣の｢書き込み実行中｣が消え、｢ステータスアイコン｣が に変われば書き込み完了です。

・プロトコル転送中はFactory GatewayはPLCとの通信を中断します。転送が完

了するとFactory GatewayはリセットされPLCと通信できる状態になります。

・｢いいえ｣ボタンを選択した場合、設定は確定されますがFactory Gatewayへの

転送は行われません。転送しなかった設定内容を、あとで転送する場合は

｢書き込み｣ボタン を選択します。

2.4 設定方法
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13. 接続するFactory Gatewayが複数台ある場合は5～12の手順を台数分繰り返します。

14. すべてのFactory Gatewayへのプロトコル転送が終われば設定完了です。

メニューバーより[ファイル(F)]の[終了(X)]を選択し、Factory Gateway設定ツールを終了し

ます。

設定内容を保存したい場合は[ファイル(F)]の[上書き保存(S)]で保存できま

す。保存される内容は検索された局情報とプロトコルの設定内容です。

2.4 設定方法
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2.4.5 イーサネット通信設定

Factory Gatewayと PLCをイーサネットで接続している場合は、イーサネット通信の設定が必要で

す。

設定の手順は、基本的に「2.4.4 シリアル通信設定」と同じですので、ここではイーサネット通

信に特に関係する部分を中心に説明します。

1. 「2.4.4 シリアル通信設定」の手順1～4を実行してください。

2. プロトコルを転送するFactory Gatewayを選択します。ただし選択できるFactory Gatewayは1

つだけです。

3. 「2.4.4 シリアル通信設定」の手順6～7を実行してください。

2.4 設定方法
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4. Factory Gatewayに接続するPLCを「PLCタイプ」から選択します。

Factory Gatewayでイーサネット通信が可能な「PLCタイプ」は次の6種類です。

・メモリリンクEthernetタイプ（プロトコルのバージョンが、「V1.65」以上で対応）

・三菱電機 MELSEC-A(Ethernet)（プロトコルのバージョンが、「V1.65」以上で対応）

・三菱電機 MELSEC-Q(Ethernet)（プロトコルのバージョンが、「V1.63」以上で対応）

・横河電機 FA-M3(Ethernet)（プロトコルのバージョンが、「V1.65」以上で対応）

・東芝 PROSEC-T(Ethernet)（プロトコルのバージョンが、「V1.64」以上で対応）

・明電舎 Ethernet（プロトコルのバージョンが、「V1.61」以上で対応）

「オムロン SYSMAC-CS1(Ethernet)」、「日立製作所 HIDIC-H(ETHER)」、「Rockwell Allen

Bradley SLC5/05(ETHER)」の各プロトコルもFactory Gatewayに対応していますが、Factory

Gateway設定ツールからはセットアップできません。「オムロン SYSMAC-CS1(Ethernet)」や

「日立製作所 HIDIC-H(ETHER)」、「Rockwell Allen Bradley SLC5/05(ETHER)」のプロトコルで

接続する場合は、GP-PRO/PBⅢ for Windowsからセットアップする必要があります。この場

合、プロトコルのバージョンが、「V1.65」以上であることを確認してください。

Factory Gatewayにプロトコルが一度も転送されていない場合は、｢メモリリ

ンク SIOタイプ｣が選択されます。

5. ｢PLCタイプ｣を変更すると、すべての設定が初期値に戻ります。

｢PLCタイプ｣が間違いないことを確認して｢はい｣を選択します。

2.4 設定方法
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6. 選択された｢PLCタイプ｣(プロトコル)にあわせた設定画面が表示されます。すべての設定を行

い、[OK]ボタンを選択します。

選択した「PLCタイプ」と設定が必要な項目（設定画面に表示される項目）の関係は下表のと

おりです。

各設定項目の内容は次のとおりです。

[通信設定]

自局IPアドレス...... Factory Gatewayの IPアドレスを表示します。手順2で選択した

Factory Gatewayの IPアドレスが表示されます。

自局ポート番号....... Factory Gatewayのポート番号を設定します。設定範囲は1024～

65535です。

相手局IPアドレス.... Factory Gatewayに接続しているPLCの、IPアドレスを設定しま

す。

相手局ポート番号..... Factory Gatewayに接続しているPLCの、ポート番号を設定しま

す。設定範囲は1024～ 65535です。

通信方式............. 転送データの通信方式を「TCP」、「UDP」から選択します。

データコード設定..... データコードを「バイナリ」、「アスキー」から選択します。

拡張設定
自局IP
アドレス

自局
ポート番号

相手局
IPアドレス

相手局
ポート番号

通信方式 データコー
ド設定

文字列
モード

メモリリンクEthernetタイプ 設定済 ○ × × × × ○

三菱電機 MELSEC-A(ETHER) 設定済 ○ ○ ○ ○ × ○

三菱電機 MELSEC-Q(ETHER) 設定済 ○ ○ ○ ○ ○ ○

横河電気 FA-M3(ETHER) 設定済 ○ ○ ○ ○ ○ ○

東芝 PROSEC-T(ETHER) 設定済 ○ ○ ○ × × ○

明電舎 Ethernet 設定済 ○ ○ × × × ○

○…設定が必要な項目 ×…設定が不要な項目 設定済…変更不可

PLCタイプ
通信設定

2.4 設定方法
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[拡張設定]

文字列モード......... 文字列モードでは、PLCの文字列データの格納順序を設定します。

設定範囲は1～8です。PLCに合わせて自動的に設定されますの

で、通常は変更をする必要はありません。

[Factory Gatewayへ 2wayドライバを転送する(2wayドライバのバージョンアップ)]

2wayドライバを更新する場合に選択します。2wayドライバを更新する際にはFactory

Gateway本体のディップスイッチ6をONにしておく必要があります。

備考................. 変更前と変更後の2wayドライバのバージョンを表示します。

[オプション（O）]をクリックすると、次のダイアログが表示されます。

各設定項目の内容は次のとおりです。

送信ウェイト......... ここで設定した時間、間隔を空けて、Factory Gatewayからコマ

ンドを送信します。

タイムアウト......... Factory Gatewayからコマンドを送信後、ここで設定された時間

内にPLCからレスポンスが無い場合、タイムアウトとなり接続を

切断します。

IPルータアドレス .... ルータのIPアドレスを設定します。

サブネットマスク..... サブネットマスクを設定します。

UDPリトライ回数 ..... UDP通信のリトライ回数を設定します。この設定は「PLCタイプ」

に、「三菱電機 MELSEC-A(Ethernet)」、「三菱電機 MELSEC-Q

(Ethernet)」、「横河電機 FA-M3(Ethernet)」を設定している場合

にのみ有効です。

7. 「2.4.4 シリアル通信設定」の手順12～14を実行してください。

2.4 設定方法
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2.4.6 2Wayドライバの転送

Factory Gatewayを設定する際に2Wayドライバが更新できます。

Factory Gateway Configuration Toolのプロトコル設定ダイアログで[Factory Gatewayへ 2way

ドライバを転送する]を選択します。備考欄に更新前と更新後の2Wayドライバのバージョンが表

示されます。2Wayドライバを更新する場合はFactory Gateway本体のディップスイッチ6をONに

しておく必要があります。

通信設定ダイアログで[Factory Gatewayへ 2Wayドライバを転送する]を選択し、[OK]をクリックし

た場合、以下のダイアログが表示されます。

・チェックをつけて[OK]をクリックしたとき

2Wayドライバ転送の確認ダイアログが表示されます。複数のFactory Gatewayに転送する

場合は、最初のFactory Gatewayに転送する時のみ表示されます。
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・旧バージョンを転送するとき

古いバージョンを転送する場合に確認ダイアログが表示されます。古いバージョンを転送

する場合は[はい]ボタンをクリックします。

2WayドライバのバージョンはprotocolフォルダのTw_2000.ex3ファイルのタイムスタン

プで確認できます。たとえば、Ver4.11は 4時 11分となっています。

protocolフォルダはGP-PRO/PBⅢ for Windowsをインストールしたフォルダ、または

Pro-Server with Pro-Studio for Windowsをインストールしたフォルダにあります。

・2Wayドライバを転送し、Factory Gatewayの 2Wayドライババージョンを変更したとき

2Wayドライバが変更された場合に確認ダイアログが表示されます。ディップスイッチ6を

OFFに戻してFactory Gatewayを再起動してください。

・2Wayドライバを転送したが、Factory Gatewayの2Wayドライババージョンに変更がなかったとき

2Wayドライバが変更されなかった場合に確認ダイアログが表示されます。Factory

Gatewayのディップスイッチ6がONになっていることを確認し、再度転送してください。
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2.4.7 配信情報の設定と転送

他のPLCとデータを共有するための設定を行います。Factory Gatewayに接続された機器のデータ

を他のFactory Gatewayに接続された機器に送信することをPro-Serverでは配信と呼びます。ま

た他のアプリケーションと連携し特殊な配信を行うこともできます。これをアクションと呼びま

す。

配信を設定するためにはデバイスアドレスをシンボル(別名)として登録し、配信情報を登録する

必要があります。またアクションはアクションを設定しアクション起動のトリガを配信情報とし

て登録します。

設定された配信情報は、ネットワークプロジェクトに保存されます。Pro-Studioからネットワー

クプロジェクトをFactory Gatewayに転送することで、配信情報は実行されます。

設定方法や転送に関する詳細については、｢Pro-Sever with Pro-Studio for Windows オペレー

ションマニュアル｣の「3.3 配信の設定」、「5章 GPセットアップ」を参照してください。

2.4 設定方法
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2.5 サブネットマスクとゲートウェイ

2.52.52.52.52.5 サブネットマスクとゲートウェイサブネットマスクとゲートウェイサブネットマスクとゲートウェイサブネットマスクとゲートウェイサブネットマスクとゲートウェイ

Factory Gateway本体にはIPアドレスを設定するロータリースイッチがありますが、サブネット

マスク、デフォルトゲートウェイを設定するためのスイッチはありません。

Factory GatewayのサブネットマスクとデフォルトゲートウェイはPro-Studioにて設定し、ネッ

トワークプロジェクトファイルを転送することで設定されます。

ここでは、サブネットマスクやデフォルトゲートウェイなどのネットワーク

用語、WindowsのTCP/IPの設定など、LANに関する基礎を理解されていること

を前提に説明しています。

2.5.1 ルータ経由のためのサブネットマスク、ゲートウェイの設定

異なるサブネットのPro-ServerパソコンとFactory Gatewayが通信するためにはルータを経由で

きるように、サブネットマスクとデフォルトゲートウェイを設定する必要があります。

Pro-ServerパソコンとFactory Gatewayが異なるサブネットに属している場合のサブネットマス

ク、デフォルトゲートウェイの設定の方法について説明します。

Pro-ServerパソコンとFactory Gatewayのネットワーク設定を以下のように設定するとします。

Pro-ServerパソコンのTCP/IP設定
IPアドレス : 192.168.10.10
サブネットマスク : 255.255.255.0
デフォルトゲートウェイ : 192.168.10.1

Factory Gatewayのネットワークプロジェクトファイルの設定
IPアドレス : 192.168.5.5
サブネットマスク : 255.255.255.0
デフォルトゲートウェイ : 192.168.5.1

192.168.10.*のサブネット�
(サブネットマスク 255.255.255.0)

192.168.5.*のサブネット�
(サブネットマスク 255.255.255.0)

ルータ�

Pro-Server�
パソコン�

IPアドレス�
192.168.10.1

IPアドレス�
192.168.5.1

Factory Gateway

IPアドレス� 192.168.10.10�
サブネットマスク� 255.255.255.0�
デフォルトゲートウェイ�192.168.10.1

IPアドレス� 192.168.5.5�
サブネットマスク� 255.255.255.0�
デフォルトゲートウェイ�192.168.5.1
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2.5 サブネットマスクとゲートウェイ

1. Pro-ServerパソコンのTCP/IP設定を以下のように設定します。

Pro-Serverパソコンの設定
IPアドレス : 192.168.5.6
サブネットマスク : 255.255.255.0

2. Factory GatewayのIPアドレスを本体のロータリースイッチで以下のように設定します。

Factory Gatewayの設定
IPアドレス : 192.168.5.5

Factory Gatewayはサブネットマスクが設定されていない場合、サブネットをロータリスイッ
チで設定されたIPアドレスと同じクラスと見なします。つまり以下のように設定されている
ことになります。
サブネットマスク : 255.255.255.0

3. Pro-ServerパソコンをFactory Gatewayと同じサブネットのLANに接続します。

192.168.10.*のサブネット�
(サブネットマスク 255.255.255.0)

192.168.5.*のサブネット�
(サブネットマスク 255.255.255.0)

ルータ�

Pro-Server�
パソコン�

IPアドレス�
192.168.10.1

IPアドレス�
192.168.5.1

Factory Gateway

IPアドレス� 192.168.5.6�
サブネットマスク�255.255.255.0

IPアドレス� 192.168.5.5�
サブネットマスク�(255.255.255.0)

4. Pro-ServerパソコンのPro-Studioにて参加局(Factory Gateway)の登録を行います。

設定内容は以下のとおりです。
局名 : 任意の局名
PLCタイプ : Factory Gatewayに接続するPLC
IPアドレス : 192.168.5.5
サブネットマスク : 255.255.255.0
デフォルトゲートウェイ : 192.168.5.1

その他の設定 : 変更なし
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5. Pro-ServerパソコンのPro-Studioにてサーバー(Pro-Serverパソコン)の登録を行います。

設定内容は以下のとおりです。
局名 : 任意の局名
PLCタイプ : Windows搭載コンピュータ
IPアドレス : 192.168.10.10
サブネットマスク : 設定不可能
デフォルトゲートウェイ : 設定不可能
その他の設定 : 変更なし

6. ネットワークプロジェクトファイルを保存し、Factory Gatewayへ設定内容を転送します。

転送することで、Factory Gatewayにサブネットマスクとデフォルトゲートウェイが設定され
ます。

7. Pro-ServerパソコンのTCP/IP設定を以下のように変更します。

Pro-Serverパソコンの設定
IPアドレス : 192.168.10.10
サブネットマスク : 255.255.255.0
デフォルトゲートウェイ : 192.168.10.1

8. Pro-Serverパソコンを元のサブネットのLANに戻します。

9. Pro-ServerパソコンのFactory Gateway設定ツールにてIP検索します。

[IP検索]にてIPアドレス192.168.5.5の Factory Gatewayが表示されれば、正しい設定が行
われたことになります。

必ず[IP検索]で検索してください。[検索]では、ルータを超えて検索できま

せん。

10. Factory Gateway設定ツールからプロトコルを設定、転送します。

参照→2.4.4 シリアル通信設定 /2.4.5 イーサネット通信設定 /2.4.6 配信情報の設定と転

送

2.5 サブネットマスクとゲートウェイ
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2.5.2 同一サブネット内のサブネットマスクの設定

同一サブネット内のFactory Gatewayでもサブネットマスクが正しく設定されていないとPro-

Serverパソコンから検索できない場合があります。この場合、一時的にPro-Serverパソコンのサ

ブネットマスクをIPアドレスと同じクラスにすることで検索できるようになります。(Factory

Gatewayはサブネットマスクが設定されていない場合、サブネットをロータリースイッチで設定さ

れたIPアドレスと同じクラスとみなします。)

Factory Gatewayに正しいサブネットマスクを設定した後は、Pro-Serverパソコンのサブネット

マスクを元に戻します。

Pro-ServerパソコンとFactory Gatewayのネットワーク設定が以下のようになっている場合

Pro-ServerパソコンのTCP/IP設定
IPアドレス : 172.16.1.1 (クラスB)
サブネットマスク : 255.255.255.0 (クラスC)

Factory Gatewayのロータリスイッチの設定
IPアドレス : 172.16.1.2 (クラスB)

1. Pro-ServerパソコンのTCP/IP設定を以下のように変更します。

Pro-ServerパソコンのTCP/IP設定
サブネットマスク : 255.255.0.0 (クラスB)

2. Pro-StudioでFactory Gatewayを検索します。

Factory Gatewayが検索で見つかります。

3. Factory Gatewayのサブネットマスクを設定します。

Factory Gatewayのネットワークプロジェクトファイルの設定
サブネットマスク : 255.255.255.0 (クラスC)

4. ネットワークプロジェクトファイルを保存し、Factory Gatewayに転送します。

5. Pro-ServerパソコンのTCP/IP設定のサブネットマスクを元の255.255.255.0に戻します。

2.5 サブネットマスクとゲートウェイ
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3.1 GP-Viewer
3.2 GP-Web

GP-ViewerおよびGP-Webの概要と、Factory Gatewayを使用するときのシ

ステム構築手順について説明します
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3.1 GP-Viewer

3.13.13.13.13.1 GP-ViewerGP-ViewerGP-ViewerGP-ViewerGP-Viewer

3.1.1 GP-Viewerとは

GP-Viewerとは、PLCなど外部機器のデバイスデータをPro-Serverパソコンで表示するシステム

です。運転状態の監視やメンテナンスに利用することができます。

表示する画面はGP-PRO/PBⅢ for Windowsで作成し、Factory Gatewayに保存します。保存され

た画面はPro-Serverシステムを通じPro-Serverパソコンで表示することができます。

画面表示の元となるデバイスデータはPro-Serverパソコンにファイルとして蓄積され、プレイ

バック機能により過去の画面を再現することができます。

参照→「Pro-Server with Pro-Studio for Windows オペレーションマニュアル」

3.1.2 GP-Viewerの概要

Factory Gatewayを使用したGP-Viewerの概要を示します。

① GP-PRO/PBⅢ for Windowsで画面データを作成する。

② 作成した画面データをGP-PRO/PBⅢ for Winsowsで Factory Gatewayに転送する。

③ GP-Viewerにて画面データとデバイスデータをアップロードし、表示する。

Factory Gatewayには画面がありませんので、GP-Viewerの[オプション]-[同

期設定]は[非同期]で使用してください。初回起動時はGP-Viewerの[オプショ

ン]-[表示設定]にて[画面番号]を指定しなければ画面は表示されません。

参照→｢Pro-Server with Pro-Studio for Windows オペレーションマニュア

ル｣

GP-Viewer V1.1以降を使用する場合は、自動で認識されるようになります。
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3.1 GP-Viewer

3.1.3 GP-Viewerのシステム構築手順

Factory GatewayにてGP-Viewerを用いたPro-Serverシステムを構築する手順を説明します。

Factory Gatewayの設置と配線
設置
配線
IPアドレスの設定

ネットワークプロジェクトファイルの作成
Factory Gatewayを参加局に登録
Factory Gatewayのネットワーク設定
ネットワークプロジェクトファイルの転送

画面データの作成、転送
GP-PRO/PBⅢ for Windowsにて画面を作成
GP-PRO/PBⅢ for Windowsにてプロトコルを設定
GP-PRO/PBⅢ for Windowsにて画面とプロトコルを転送

参照→「Pro-Server with Pro-
Studion for Windows

オペレーションマニュアル」
参照→2.1 インストール方法

参照→「Factory Gateway
ユーザーズマニュアル」

参照→「Pro-Server with Pro-
Studio for Windows オペ

レーションマニュアル」
参照→2.4 設定方法

参照→「GP-PRO/PBⅢ for Windows

オペレーションマニュアル」

ソフトウエアのインストール その1
GP-PRO/PBⅢ for Windowsのインストール

ソフトウエアのインストール その2
Pro-Server with Pro-Studio for Windowsのインストール
Factory Gateway設定ツールのインストール

ソフトウエアのインストール その3
GP-Viewerのインストール

参照→「Pro-Server with Pro-
Studion for Windows

オペレーションマニュアル」

・ がGP-Viewerを使用する場合に別途必要となる手順です。

・ Factory Gateway設定ツールからPLCタイプを変更すると画面データが消去さ

れます。PLCタイプを変更する場合はGP-PRO/PBⅢ for Winsowsから転送して

ください。通信設定内容の変更のみなら、画面データは消去されませんので

Factory Gateway設定ツールからでも行えます。

参照→「GP-PRO/PBⅢ for Windows
オペレーションマニュアル」

GP-Viewerの設定
GP-Viewerの収集設定

参照→「Pro-Server with Pro-
Studion for Windows

オペレーションマニュアル」
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3.2 GP-Web

3.23.23.23.23.2 GP-WebGP-WebGP-WebGP-WebGP-Web

3.2.1 GP-Webとは
GP-Webとは、PLCなど外部機器のデバイスデータをイーサネットやインターネットで接続された

遠隔地のパソコンで表示するシステムです。運転状態の監視やメンテナンスに利用することがで

きます。
表示する画面はGP-PRO/PBⅢ for Windowsで作成し、GP-Web画面コンパイラでWeb公開用データ

に変換します。変換されたデータはPro-Serverパソコンに保存され、IIS(Microsoft社のイン

ターネットサーバーソフトウェア)によってPro-Serverが収集したデバイスデータと共にクライ
アントパソコンに配信されます。クライアントパソコンに送られてきたデータはInternet

Explorerで表示されます。参照→「GP-Web オペレーションマニュアル」

3.2.2 GP-Webの概要

Factory Gatewayを使用したGP-Webの概要を示します。

① GP-PRO/PBⅢ for Windowsで画面データを作成する。

② 作成した画面データをGP-Web画面コンパイラで変換する。

③ 変換した画面をIISで Web公開する。
④ クライアントパソコンのInternet Explorerで公開されたページを要求する。

⑤ Pro-Serverがデバイスデータを収集し、IISと GP-Web Traffic Centerプログラムがデータを

配信する。
⑥ 配信されたデータをGP-Web Java表示アプレットを用いて、Interenet Explorerで表示する。

Factory Gatewayには画面がありませんので、GP-Web画面コンパイラにて画

面と非同期の設定(初期設定)でコンパイルしてください。起動時の画面は画

面データ(プロジェクトファイル)に設定された画面が表示されます。参照→

｢GP-Web オペレーションマニュアル｣
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3.2 GP-Web

3.2.3 GP-Webのシステム構築手順

Factory GatewayにてGP-Webを用いたPro-Serverシステムを構築する手順を示します。

Factory Gatewayの設置と配線
設置
配線
IPアドレスの設定

ネットワークプロジェクトファイルの作成
Factory Gatewayを参加局に登録
Factory Gatewayのネットワーク設定
ネットワークプロジェクトファイルの転送

画面データの作成、変換
GP-PRO/PBⅢ for Windowsにて画面データを作成
GP-Web画面コンパイラにて画面データを変換

参照→「Pro-Server with Pro-
Studion for Windows

オペレーションマニュアル」
参照→2.1 インストール方法

参照→「Factory Gateway
ユーザーズマニュアル」(別売)

参照→「Pro-Server with Pro-
Studio for Windows オペ

レーションマニュアル」
参照→2.4 設定方法

参照→「GP-PRO/PBⅢ for Windows

オペレーションマニュアル」
参照→「GP-Web オペレーション

マニュアル」

ソフトウエアのインストール その1
GP-PRO/PBⅢ for Windowsのインストール

ソフトウエアのインストール その2
Pro-Server with Pro-Studio for Windowsのインストール
Factory Gateway設定ツールのインストール

ソフトウエアのインストール その3
GP-Webのインストール

参照→「GP-Web オペレーション
マニュアル」

参照→「GP-PRO/PBⅢ for Windows

オペレーションマニュアル」

GP-Webの設定
IISの設定

参照→「GP-Web オペレーション
マニュアル」

GP-WebシステムにてWeb公開するためには、サーバの設定やセキュリティの設定が必要です。詳

しくは、参照→「GP-Web オペレーションマニュアル」

がGP-Webを使用する場合に別途必要となる手順です。

Factory Gatewayのシリアル通信設定
Factory Gateway設定ツールの起動
Factory Gatewayの検索
プロトコルの選択と設定
プロトコルと設定内容の転送

参照→第2章 オペレーション
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付.1 制限事項

付付付付付.1.1.1.1.1 制限事項制限事項制限事項制限事項制限事項

Pro-ServerシステムにてFactory Gatewayを使用する場合は、GP/GLCを使用する場合と比べてい

くつかの制限事項があります。

付.1.1 Factory Gateway本体の制限事項

・ 日付と時刻の設定

Factory Gateway内部に設定されている日付と時刻の変更はFactory Gateway本体ではで

きません。Pro-Studioのデバイスモニタから変更してください。(秒の指定はできません。

設定変更された時点から0秒になります。)

日付と時刻のデータが格納されているエリアは転送されているプロトコルにより異なりま

す。参照→「GP-PRO/PBⅢ for Windows 機器接続マニュアル(PLC接続マニュアル)」（弊社

のホームページからダウンロードできます。）

・ プロトコルの制限

Factory Gatewayでは通信拡張ユニットを必要とするプロトコルには対応していません。

対応しているイーサネットプロトコルは次のとおりです。

「メモリリンクEthernetタイプ」、「三菱電機 MELSEC-A(Ethernet)」、「三菱電機 MELSEC-Q

(Ethernet)」、「横河電機 FA-M3(Ethernet)」、「東芝 PROSEC-T(Ethernet)」、「明電舎 RC-

100（Ethernet）」

※「オムロンSYSMAC-CS1（Ethernet）」や「日立製作所HIDIC-H(ETHER)」、「SIEMENS

S7200 MPI」、「SIEMENS S7-300/400 via MPI」*1、「Rockwell Allen Bradley SLC500

DH485」、「Rockwell Allen Bradley SLC5/05(ETHER)」の各プロトコルにも対応してい

ますが、GP-PRO/PBⅢ for Windowsからセットアップする必要があります。この場合は

プロトコルのバージョンが「V1.65」以上であることを確認してください。

付.1.2 Pro-Server機能の制限事項

Pro-Server機能のうち以下の機能がFactory Gatewayでは使用できません。

・ SRAMバックアップデータの保存

Factory GatewayにはバックアップSRAM機能がありません。ファイルは生成されますが、

中身は何も記録されません。

*1 複数PLCとの接続や拡張されたデバイスへのアクセスする場合にGP-PRO/PBⅢ for Windowsからセット

アップする必要があります。
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・ GP画面の保存

Factory Gatewayには画面がありませんので未対応です。また一時保存先となるCFカード

I/Fもありません。

・ ポート番号の変更(TCP/UDPポート番号)

Factory Gatewayが Pro-Serverで使用するポート番号の変更は、GP-PRO/PBⅢ for

Windowsからネットワークプロジェクトファイルを転送ケーブルによるシリアル転送する

ことで行えます。Pro-StudioもしくはFactory Gateway設定ツールから変更することはで

きません。

Pro-Serverで使用するポート番号は特に不都合がない限り、初期値である8000番を使用

することをお勧めします。

付.1.3 アクションコンテンツの制限事項

Pro-Serverのアクションコンテンツのうち以下の機能がFactory Gatewayでは使用できません。

・ GPログデータアップロード

・ GPファイリングデータの自動アップロード

・ GPファイリングデータの自動ダウンロード

・ GP JPEGデータのアップロード

上記4つのアクションコンテンツは、バックアップSRAMまたはCFカードを必要とする機能ですの

でFactory Gatewayでは使用できません。

付.1.4 Factory Gateway設定ツールの制限事項

Factory Gateway設定ツールでは以下の機能制限があります。

・ マルチリンク(n:1)タイププロトコルの設定

Factory Gateway設定ツールからはマルチリンク(n:1)タイプのプロトコルの設定、転送は

できません。GP-PRO/PBⅢ for Windowsから設定、転送してください。

マルチリンクタイプ(n:1)タイプのプロトコルが設定されたFactory Gatewayに別のプロト

コルを転送することはできます。

・ プロトコル転送による画面データ

Factory Gateway設定ツールからプロトコルを転送するとGP-Viewer用に転送された画面

データは消去されます。GP-Viewer用に画面を転送しているFactory Gatewayのプロトコ

ルを変更する場合はGP-PRO/PBⅢ for Windowsから転送してください。通信設定の変更の

みなら、画面データは消去されませんのでFactory Gateway設定ツールからでも行えます。

付.1 制限事項
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付.1 制限事項

・ パスワード設定

Factory Gateway設定ツールでは、転送するプロトコルにパスワードを設定することはで

きません。プロトコルを書き換えられないように保護するためのパスワードはGP-PRO/PB

Ⅲ for Windowsにて設定([転送]画面-[設定(S)]-[パスワード(P)])、転送することで設定

されます。

パスワードで保護されたFactory Gatewayのデータを読み出そうとすると、パスワードを

要求するダイアログボックスが表示されます。パスワードを入力することでプロトコルの

設定、変更、転送が可能になります。Factory Gateway設定ツールから再度プロトコルを

転送するとFactory Gateway内のパスワードは消去されます。

・ プロトコル変更時の配信情報

プロトコルを変更し転送してもFactory Gateway内の配信情報は消えません。Pro-Studio

にて新しいプロトコル用のネットワークプロジェクトファイルを作成し転送し直す必要が

あります。

付.1.5 GP-PRO/PBⅢ for Windowsの制限事項

GP-PRO/PBⅢ for Windowsでは以下の機能制限があります。

・ シミュレーション機能

Factory Gatewayではシミュレーション機能は使用できません。

・ 画面データの処理

GP-Viewer用に画面データを転送することはできますが、Factory Gateway本体内部では実

行処理されません。(Dスクリプトやデータサンプリングなどの画面表示に直接関わらない

機能も同様に実行されません。また、ツールポートにバーコードリーダーを接続しても動

作しません。)

付.1.6 GP-Viewer、GP-Webの制限事項

GP-Viewer、GP-Webでは以下の機能制限があります。

・ タグ、コマンドなどの制限

Factory Gatewayを使用したGP-Viewer、GP-WebでもGP/GLCを使用する場合と同様のタ

グ、コマンドなどの制限があります。詳しくはそれぞれのオペレーションマニュアルをご

覧ください。

参照→「Pro-Server with Pro-Studio for Windows オペレーションマニュアル」、「GP-

Web オペレーションマニュアル」

・ 画面の同期について

Factory Gatewayには画面の概念がありませんので、非同期モードで使用してください。

また表示させる画面番号は手動で指定してください。
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付付付付付.2.2.2.2.2 エラーメッセージエラーメッセージエラーメッセージエラーメッセージエラーメッセージ

Factory Gateway設定ツールで表示されるエラーメッセージと対処法、確認事項を説明します。

対処法、確認事項の詳細は次ページ以降で説明しています。

付.2 エラーメッセージ

エラーメッセージ

■
■
Factory Gatewayの電源が入っているか確認してください。
指定されたIPアドレスの局がFactory Gatewayか確認してください。
Factory GatewayのネットワークステータスLEDが緑点灯しているか確認
してください。

■
■
Factory Gatewayが正常に動作しているか確認してください。
Factory GatewayのネットワークステータスLEDが緑点灯しているか確認
してください。

■
■
Factory Gatewayが正常に動作しているか確認してください。
Factory GatewayのネットワークステータスLEDが緑点灯しているか確認
してください。

■
■
Factory Gatewayが正常に動作しているか確認してください。
Factory GatewayのネットワークステータスLEDが緑点灯しているか確認
してください。

■
■
Factory Gatewayが正常に動作しているか確認してください。
Factory GatewayのネットワークステータスLEDが緑点灯しているか確認
してください。

■ プロトコルを変更するためには正しいパスワードを入力する必要がありま
す。

■

■

Factory Gateway内のプロトコルがFactory Gateway対応のプロトコル
であるか確認してください。
Pro-Studioの[設定(S)]-[システム設定]の設定が正しいか確認してくだ
さい。

■

■

Factory Gateway内のプロトコルがFactory Gateway対応のプロトコル
であるか確認してください。
Pro-Studioの[設定(S)]-[システム設定]の設定が正しいか確認してくだ
さい。

■ Pro-Studioの[設定(S)]-[システム設定]の設定が正しいか確認してくだ
さい。

■
■
通信している局がFactory Gatewayか確認してください。
Factory Gatewayが正常に動作しているか確認してください。

対応するシステムローダーがありませ
ん。

Factory Gatewayにプロトコルをダウンロードするためのプログラムがパソ
コン内に見つかりません。

システム　エラー

Factory Gatewayから異常な応答を受信しました。

対応するPLCテーブルが有りません。

Factory Gateway内のプロトコルの情報がパソコン内に見つかりません。

対応するプロトコルがありません。

Factory Gateway内のプロトコルの情報がパソコン内に見つかりません。

通信エラー：通信に異常が発生しまし
た。

Factory Gatewayと通信確立後に通信異常が発生しました。

パスワード入力でキャンセルされまし
た。

プロトコル変更のためのパスワードを要求しましたが、キャンセルされまし
た。

Factory Gatewayからのデータの読み出し途中でエラーが発生しました。
通信エラー：Factory Gatewayのデー
タが読み出せません。

Factory Gatewayへのデータの書き込み途中でエラーが発生しました。
通信エラー：Factory Gatewayへデー
タが書き込めません。

対処法、確認事項

通信エラー：相手局が応答しません。

指定されたIPアドレスに対して通信を試みましたが、応答がありません。

通信エラー：相手局はFactory
Gatewayではありません。

指定されたIPアドレスの局は存在しますが、通信が確立しません。
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付.2 エラーメッセージ

■ Factory Gatewayの電源が入っているか確認してください。

仕様に適合した電源が供給されているか確認してください。

電源線が電源端子台に正しく接続されているか確認してください。

正しく電源が供給されていればPWR LEDが緑色に点灯します。

■ 指定されたIPアドレスの局がFactory Gatewayか確認してください。

Factory Gateway設定ツールでもう一度検索を行ってください。Factory Gatewayであれば[リス

ト]の[局タイプ]に「Factory Gateway ****」と表示されます。

Pro-Studioで確認することもできます。Pro-Studioにて確認したい局を選択し、[ツール(T)]-[ス

テータスモニタ]-[GP Type]に「Factory Gateway ****」と表示されていればFactory Gatewayで

す。

■ Factory GatewayのネットワークステータスLEDが緑点灯しているか確認して

ください。

Factory GatewayのネットワークステータスLEDが緑色に点灯していることを確認してください。

消灯している場合は正しくイーサネットに接続されていません。イーサネットケーブルが正しく

接続されているか、イーサネットケーブルの種類(ストレートorクロス)に間違いがないか確認し

てください。複数の局のネットワークステータスLEDが消灯している場合は、イーサネットその

ものの設定の問題と思われます。ネットワーク管理者に相談してください。

エラーメッセージ

■ pingで通信が行えるにもかかわらず、検索でFactory Gatewayを見つけ
ることができない場合は、サブネットマスクがパソコンと異なっている可
能性があります。サブネットマスクがパソコンと同じかどうか確認してく
ださい。

■ Pro-Studioの[設定(S)]-[システム設定]の Pro-Stduioフォルダの設定
が正しいか確認してください。
GP-PRO/PBⅢ for Windowsをインストールしている場合はPro-Studioの
[設定(S)]-[システム設定]の[GP-PRO/PBⅢ for Windowsフォルダ]に
GP-PRO/PBⅢ for Windowsのインストールされているフォルダが設定さ
れているか確認してください。

■ Factory Gatewayのディップスイッチ6がOFFの可能性があります。
ディップスイッチ6がOFFの場合、2Wayドライバを書き換える事ができま
せん。

Factory Gatewayへ2Wayドライバの更新を試み、通信は正常に行えています
が、ドライバは更新できていません。

***.***.***.***の2Wayドライバは
更新されませんでした。Factory
Gatewayのディップスイッチ6がOFFの
ままになっていないかご確認くださ
い。

対処法、確認事項

相手局が見つかりません

検索でFactory Gatewayが見つかりません。

対応する2Wayドライバがありません。

Factory Gatewayの2Wayドライバを更新するための元となる2Wayドライバが
パソコン内にありません
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■ Factory Gatewayが正常に動作しているか確認してください。

Pro-Studioにて確認したい局を選択し、[ツール(T)]-[ステータスモニタ]でステータスモニタを

起動します。「通信エラーコード」、「通信エラーコード(拡張用)」、「2Wayエラーコード」にエラー

コードが書き込まれていないか確認します。「通信エラーコード」、「通信エラーコード(拡張用)」

にはPLCなどの接続機器からのエラーコードが格納されます。「2Wayエラーコード」の詳細は

「Pro-Server with Pro-Studio for Windows オペレーションマニュアル」で確認できます。

参照→「Pro-Server with Pro-Studio for Windows オペレーションマニュアル」

■ Factory Gateway内のプロトコルがFactory Gateway対応のプロトコルである

か確認してください。

Factory Gateway設定ツールでもう一度検索を行ってください。[リスト]の[PLCタイプ]にプロト

コルが表示されます。

Pro-Studioで確認することもできます。Pro-Studioにて確認したい局を選択し、[ツール(T)]-[ス

テータスモニタ]-[PCL Type]に Factory Gateway内のプロトコルが表示されます。

対応するプロトコルは本書冒頭の「■ Factory Gatewayで対応しているPLCタイプ」で確認でき

ます。参照→■ Factory Gatewayで対応しているPLCタイプ

■ Pro-Studioの[設定(S)]-[システム設定]の設定が正しいか確認してください。

・「Pro-Studioフォルダ」の確認

Pro-Server with Pro-Studio for Windowsがインストールされているフォルダが正しく設

定されているか確認してください。末尾が[¥]で閉じられてることも確認してください。(デ

フォルトのインストール先は[C:¥Program Files¥Pro-face¥Pro-Server with Studio¥]で

す。)

・「GP-PRO/PBⅢ fow Windowsフォルダ」の確認

GP-PRO/PBⅢ for Windowsがインストールされているフォルダが正しく設定されているか

確認してください。末尾が[¥]で閉じられてることも確認してください。(デフォルトのイン

ストール先は[C:¥Program Files¥Pro-face¥ProPBWin¥]です。)

GP-PRO/PBⅢ for Windowsがインストールされていないパソコンの場合は、Pro-Server

with Pro-Studio for Windowsのインストールされているフォルダを設定します。

付.2 エラーメッセージ
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■ 通信している局がFactory Gatewayであることを確認してください。

Factory Gateway設定ツールでもう一度検索を行ってください。Factory Gatewayであれば[リス

ト]の[局タイプ]に「Factory Gateway ****」と表示されます。

Pro-Studioで確認することもできます。Pro-Studioにて確認したい局を選択し、[ツール(T)]-[ス

テータスモニタ]-[GP Type]に「Factory Gateway ****」と表示されていればFactory Gatewayで

す。
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付.3 トラブルシューティング

付付付付付.3.3.3.3.3 トラブルシューティングトラブルシューティングトラブルシューティングトラブルシューティングトラブルシューティング

Factory Gatewayを使用したシステムでトラブルが発生した場合の解決法について説明します。

Factory Gateway本体には状態を表すPWRと STAの 2つのLEDがあります。このLEDの状態によっ

てトラブルの原因を判別することができます。LEDの状態からの原因究明は「Factory Gateway

ユーザーズマニュアル」で詳しく紹介されています。

参照→「Factory Gateway ユーザーズマニュアル」

Factory Gatewayの状態をリモートで確認する方法としてステータスモニタ、デバイスモニタ、配

信、ProEasy.DLLなどを使用します。ここではリモートでFactory Gatewayの状態を確認する方法

について説明します。

■ ステータスモニタで確認する

Pro-Studioにて確認したい局を選択し、[ツール(T)]-[ステータスモニタ]でステータスモニタが

起動します。

ステータスモニタで、以下の内容を確認することで最後に発生したエラーを確認できます。

・ 通信エラーコード

・ 通信エラーコード(拡張用)

・ 2Wayエラーコード

「通信エラーコード」、「通信エラーコード(拡張用)」にはPLCなどの接続機器からのエラーコード

が格納されます。「2Wayエラーコード」には2Wayドライバのエラーが格納されます。2Wayエラー

コードに関する詳細については、「Pro-Server with Pro-Studio for Windows オペレーションマ

ニュアル」「付.2.2 2Wayドライバのエラー表とSyslog機能」を参照してください。

■ エラーコード格納エリアを読み込んで確認する

デバイスモニタやProEasy.DLLを使用したユーザーアプリケーションなどでFactory Gateway内

のエラーコード格納エリアを参照することでエラーを確認できます。

エラーが格納されるデバイスアドレスは以下のとおりです。

・ LS2039 : 通信エラーコード

・ LS2070 : 通信エラーコード(拡張用)

・ LS2075 : 2Wayエラーコード

デバイスモニタ、ProEasy.DLLについては、「Pro-Server with Pro-Studio for Windows オペ

レーションマニュアル」「6.1 デバイスモニタ」、「9章 簡易DLL機能」を参照してください。
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■ 通信エラー検知に関する注意事項

Factory Gatewayと PLCとの通信エラーはシリアル通信が発生しなければFactory Gateway内のエ

ラー格納エリアに反映されません。リモートによる異常検知をリアルタイムに行うためには以下

のようなシステムを構築する必要があります。

・ ユーザーアプリケーションから定期的にデバイス読み出しする場合

ProEasy.DLLによるユーザーアプリケーションにてFactory Gatewayに接続されたPLCの

デバイスを定期的に読み込むプログラムを作成します。

Read関数の応答がエラーになった場合に警告を発するようにユーザアプリケーションを作

成することで、通信エラーを検知することができます。

・ 配信機能を利用する場合

PLCの指定デバイスが変化したら配信される配信情報をネットワークプロジェクトで作成

し、Factory Gatewayに転送しておきます。Factory Gatewayは指定されたデバイスに変化

がないかを確認するために、定期的にPLCとシリアル通信することになります。

PLCとのシリアル通信に問題があれば、Factory Gateway内のLS2039[通信エラーコード]、

LS2070[通信エラーコード(拡張用)]や LS2075[2Wayエラーコード]にエラーコードが格納さ

れます。このエラーコード格納エリアをPro-ServerパソコンのGP-Viewerやユーザアプリ

ケーションで表示するようにすれば通信エラーを検知することができます。

エラーコード格納エリアに格納されるエラーコードは、最後に発生したもの

です。また、エラーが復旧しても自動的にはクリアされません。

付.3 トラブルシューティング
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